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                                九 大 施 管 活 第 ４ 号    

                                平成２７年３月２４日 

各 部 局 長 

事 務 局 各 部 長                         

監 査 室 長                        

 九州大学理事・副学長 

                                   荒 殿  誠 

 

 「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」に関する業務用冷凍空調機器 

 （第一種特定製品）の点検の実施及び調査について（依頼） 

 

 フロン類の確実な回収や処理を目的とした「フロン回収・破壊法」が平成２５年６月に改正され、

フロン類に係る全ての主体に対して取組を促す「改正フロン法（フロン排出抑制法）」として、平

成２７年４月から施行されます。これに伴い、業務用空調機器等の所有者（管理者）には「簡易点

検」や「定期点検」と、フロン類の算定漏えい量の報告（一定規模以上の漏えいがある場合）義務

等が適用されることになりました。 

 ついては、下記の業務用冷凍空調機を設置し、使用している各部局等におかれましては、対象機

器の点検実施をお願いいたします。また、対象機器の把握のために、別紙１・２の調査表の作成及

び提出をお願いいたします。 

 なお、本依頼後、管理事務担当を対象とした説明会を後日開催する旨申し添えます。 

 

記 

 

１．対象機器 業務用冷凍空調機器（第一種特定製品） 

     ※家電リサイクル法や自動車リサイクル法に該当しない、フロン類が冷媒として 

      充填されているエアコン、冷蔵機器・冷凍機器 

       （冷蔵機器・冷凍機器は実験・医療機器メーカーからの購入品が対象になると 

        思われます） 

２．管 理 者 上記対象機器の管理を分掌している各部局長等 

 

３．管理者の責務 

 （１）平常時 

    ①適切な場所への設置と設置する環境の維持保全 

    ②機器の点検 

     ・簡易点検の実施 

     ・定期点検の実施 

 

 （２）機器からの漏えい発見時の対応 

     ・漏えい防止措置、修理しないままの充填の原則禁止 

  

 （３）その他 

     ・点検等の履歴の保存 

殿 
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４．点検の種類  

 （１）簡易点検 

点検対象：全ての業務用冷凍空調機器 

点検頻度：四半期毎に１回以上 

    
   （２）定期点検 

        １）エアコン 

 ① 圧縮機電動機定格出力 7.5KW 以上 50KW 未満の場合 

   3 年に１回以上 

 ② 圧縮機電動機定格出力 50KW 以上の場合 

   1 年に１回以上 

２）冷凍・冷蔵機器 

   圧縮機電動機定格出力 7.5KW 以上の場合 

   1 年に１回以上 

     

     ※定期点検は、機器の点検を行う十分な知見を有する者が在籍する専門業者に依頼する 

      必要があります。 

     ※全ての業務用冷凍空調器は冷媒の回収充填を行った場合、充填・回収したフロンの種 

      類や量等を下記の情報処理センターに登録して下さい。 

      情報処理センター：一般財団法人 日本冷媒・環境保全機構 

         （情報処理センターは、充塡証明書、回収証明書に記載されるデータを電子的 

          に管理することで、漏えい量の計算を効率化・簡素化する役割を担います。 

          また、情報処理センターの仕組み（登録システム）を活用することで、都度 

          発行される紙による証明書を省略することが可能となります） 

エアコン 

冷凍・冷蔵

機器 
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５．提出資料 

   対象機器の把握のため、全ての業務用冷凍空調機器を別紙１・２の調査表に記入し、  

    Excel ファイルで施設部施設管理課に提出して下さい。 

     ※箱崎、馬出、伊都、筑紫、大橋キャンパスのエアコンの簡易点検や定期点検は、別紙 

      １・２の調査表をもとに、今後の外部委託点検業務の検討資料といたします。 

     ※今後、新たに機器を設置した場合や廃棄した場合は、別紙１・２の調査表に記録し、 

      台帳として管理するとともに、年度末に施設部施設管理課に提出して下さい。 

 

６．提出期限 

    平成 27 年 6 月 30 日 

 

７．説明会（キャンパス毎に開催予定） 

    日時・場所： 未定 

 

８．参考資料  

  １）改正「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」の概要  資料１ 

  ２）業務用冷凍空調機器（エアコン）調査表提出概要フロー         資料２ 

  ３）業務用冷凍空調機器（冷凍・冷蔵機器）調査表提出概要フロー      資料３ 

  ４）スペース管理システムの操作方法                   資料４ 

 

 

 担当部局 施設部施設管理課 

担  当 西原・徳瀬・石内 

T E L 99-2243 

E-mail： ssmkatuyou@jimu.kyushu-u.ac.jp 
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管理部局名： 担当者： 連絡先： 調査日：

室内機の形状
(※2)

台数
(※2)

製造年
(西暦記入)

製造
メーカー

系統名
(※4)

対象機器
(※2)

型　　番
フロン
種別

フロン
充填量

圧縮機
電動機

定格出力
(※2※3)

※１)団地名称、建物名称、階、部屋番号、部屋名称については,スペース管理システムにおける平面図の番号と名称を記載下さい。

       （操作方法は資料４を参照して下さい。）

※２)必ず記載下さい。（分からない場合はメーカーや施設担当係に問い合わせ願います）

※３）ガスエンジンの場合「定格出力(KW)」を記載下さい.

※４）系統名が記載されている場合は必ず記載下さい。

※５）室内機と室外機の系統について判別が可能な場合○、分からない場合は×を記載下さい。

      なお,室外機調査時には,十分な安全確認の上、調査を行ってください。

備考

業務用冷凍空調機器（エアコン）

団地名称
(※1)

建物名称
(※1)

階
(※1)

部屋番号
(※1)

部屋名称
(※1)

室内機 室外機

別紙１

の
判
別(

※
5)

室
内
機
・
室
外
機
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管理部局名： 担当者： 連絡先： 調査日：

団地名称
(※1)

建物名称
(※1)

階
(※1)

部屋番号
(※1)

部屋名称
(※1)

対象機器
(※２)

製造メーカ 型　　番
製造年

(西暦記入)
台数
(※２)

フロン
種別

フロン
充填量

圧縮機電動機
定格出力

(※２)
備考

※１)団地名称、建物名称、階、部屋番号、部屋名称については,スペース管理システムにおける平面図の番号と名称を記載下さい。
       （操作方法は資料４を参照して下さい。）
　 　　なお、廊下に管理されている場合は、使用者の居室の部屋番号と部屋名称を記入して下さい。
※２)必ず記載下さい。（分からない場合はメーカーに問い合わせ願います）

業務用冷凍空調機器（冷凍・冷蔵機器） 別紙２
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団地名
伊都キャンパス

No

施設部発注工事で
設置された空調機

Yes

家電リサイクル

の空調機

調査票提出不要

Yes

※法律の対象外です

No
調査票提出不要

調査表提出

家電リサイクル

の空調機

No

室内機の種類・個数

を調査表に記載

(簡易点検機器に該当)

室外機の種類・系統

名・圧縮機電動機定

格出力等を調査表に

記載

(7.5KW以上は定期点

検機器に該当)

調査表提出

Yes

調査票提出不要

※法律の対象外です

業務用冷凍空調機（第一種特定製品） 家電リサイクル法適用空調機（法律の対象外）

■業務用冷凍空調機器（エアコン）調査表提出概要フロー

室内機の種類・個数

を調査表に記載

(簡易点検機器に該当)

室外機の種類・系統

名・圧縮機電動機定

格出力等を調査表に

記載

(7.5KW以上は定期点

検機器に該当)

天井カセット型

天吊り型

床置き型

パッケージ型

系統名
(カッテイングｼｰﾄ)

パッケージマルチ型

パッケージコンパクト型

6.75kw

※ガスエンジンの場合、「定格出力(KW)を記載」

伊都キャンパス以外

部局発注工事や備品
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家電リサイクルの
冷凍・冷蔵機器

No

機器の種類・個数

を調査表に記載

(簡易点検機器に該当)

機器の種類・圧縮機

電動機定格出力等を

調査表に記載

(7.5KW以上は定期点

検機器に該当)

調査表提出

Yes

調査票提出不要

※法律の対象外です

業務用冷凍空調機（第一種特定製品）

家電リサイクル法適用冷凍・冷蔵機器（法律の対象外）

■業務用冷凍空調機器（冷凍・冷蔵機器）調査表提出概要フロー

実験用フリーザー

業務用冷蔵庫・冷凍庫

8

1552729207
タイプライターテキスト

1552729207
タイプライターテキスト

1552729207
タイプライターテキスト

1552729207
タイプライターテキスト

1552729207
タイプライターテキスト

1552729207
タイプライターテキスト

1552729207
タイプライターテキスト

1552729207
テキストボックス

1552729207
タイプライターテキスト
資料３

1552729207
タイプライターテキスト



スペース管理システムの操作方法 
・スペース管理システムの URL にアクセスする (下記の URL を参照) 

スペース管理システムの URL：https:rent.facility.kyushu-u.ac.jp 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“スペース管理”にクリック

“ユーザーID”を入力 
 ：ssmriyoutyo 

“パスワード”を入力 
： 9jhg4oqi 

ログイン画面 

“室マップ検索”をクリック 
→①室マップ検索画面へ 

スペース管理ログイン”をクリック 
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①室マップ検索画面 

市内マップ→団地マップ→階→

平面図により室を検索し、調査

票に室名及び室番号を記載下さ

い。 
※室名は、「平面図」上で、マウ

スを調べたい室に移動させる

と、表示されます。 

市内マップ 

団地マップ 

平面図 

階 

調べたい団地をクリック 

調べたい棟をクリック 

調べたい階をクリック 
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管理部局名：○○部○○課○○係 担当者：○○ 連絡先：99-○○○○ 調査日：平成２７年○月○日

室内機の形状
(※2)

台数
(※2)

製造年
(西暦記入)

製造
メーカー

系統名
(※4)

対象機器
(※2)

型　　番
フロン
種別

フロン
充填量

圧縮機
電動機

定格出力
(※2※3)

箱崎 事務局第二庁舎 4階 9 施設整備課・環境 天井カセット型 4台 ○ 2000年 日立 ACU-4 パッケージマルチ型（電気） RAS-J280FV2 R22 11.5 kg 6.75 kw

箱崎 事務局第二庁舎 5階 12 施設企画課・整備 天井カセット型 4台 ○

箱崎 事務局第二庁舎 5階 11 施設部長室 天井カセット型 1台 ○

箱崎 事務局第二庁舎 5階 6 第四会議室 天井カセット型 3台 ○ 2000年 日立 ACU-３ パッケージコンパクト型（電気） RAS-J50FV2 R22 3. kg 2. kw

箱崎 事務局第二庁舎 2階 1 第二会議室 天井カセット型 1台 ×

箱崎 事務局第二庁舎 2階 10 その他サービス 天井カセット型 1台 ×

箱崎 事務局第二庁舎 2階 1 その他サービス 天井カセット型 1台 ×

箱崎 事務局第二庁舎 2階 11 その他サービス 天井カセット型 1台 ×

箱崎 事務局第二庁舎 2階 12 その他サービス 天井カセット型 1台 ×

箱崎 事務局第二庁舎 2階 13 その他サービス 天井カセット型 1台 ×

箱崎 事務局第二庁舎 2階 14 事務局事務室 天井カセット型 1台 ×

× 2000年 日立 ACU-2 パッケージマルチ型（電気） RAS-J280FV2 R22 11.5 kg 6.75 kw

× 2000年 日立 ACU-1 パッケージマルチ型（電気） RAS-J280FV2 R22 11.5 kg 6.75 kw

※１)団地名称、建物名称、階、部屋番号、部屋名称については,スペース管理システムにおける平面図の番号と名称を記載下さい。

       （操作方法は資料４を参照して下さい。）

※２)必ず記載下さい。（分からない場合はメーカーや施設担当係に問い合わせ願います）

※３）ガスエンジンの場合「定格出力(KW)」を記載下さい.

※４）系統名が記載されている場合は必ず記載下さい。

※５）室内機と室外機の系統について判別が可能な場合○、分からない場合は×を記載下さい。

      なお,室外機調査時には,十分な安全確認の上、調査を行ってください。

備考

業務用冷凍空調機器（エアコン）

団地名称
(※1)

建物名称
(※1)

階
(※1)

部屋番号
(※1)

部屋名称
(※1)

室内機 室外機の
判
別(

※
5)

室
内
機
・
室
外
機

室内機と室外機の系統が判別でき、上記の室外機と同じ系統であるため「室外機」の項目は記載不要

室内機と室外機の判別ができないため、「室外機」の項目は最後に記載
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